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「ふるさと納税」による寄附の状況をお知らせします

　
高
田
小
学
校
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
樹
木
学
習
園

が
完
成
し
、
十
二
月
十
八
日
、
引
渡
式
と
竣
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
全
校
児
童
十
六
人
や
地
元
関
係
者
が
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
で
竣
工
を
祝
い
、
早
速
整
備
さ
れ
た
学
習
園
の
歩
き

初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
校
に
は
、
校
舎
東
側
の
山
林
部
に
﹁
学
び
の
森
﹂
が
あ

り
、
入
学
時
に
は
、
﹁
わ
た
し
の
木
﹂
と
名
付
け
て
植
樹
を

行
い
、
世
話
す
る
な
ど
、
理
科
教
育
や
環
境
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
整
備
は
、
樹
木
の
特
徴
や
役
割
を
知
り
、
森
林
や

環
境
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
島
根
県
が
日
本
宝

く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
て
整
備
し
、
﹁
学
び
の
森
﹂
の
入

口
部
分
と
な
る
校
庭
の
一
部
に
砂
利
を
敷
き
詰
め
た
散
策
路

を
整
備
。

　
ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
や
メ
グ
ス
リ
ノ
キ
な
ど
六
十
四
本
が
新
た

に
植
樹
さ
れ
、全
体
で
百
四
十
種
類
の
樹
木
園
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
既
に
あ
る
観
察
路
に
は
丸
太
階
段
を
敷
設
し
、

拡
幅
す
る
な
ど
一
周
四
百
　
の

周
回
コ
ー
ス
と
し
て
再
整
備
。

　
主
要
な
樹
木
に
は
、
簡
単
な

説
明
文
を
入
れ
た
植
物
名
札
を

設
置
す
る
な
ど
、
学
習
効
果
が

一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

　
門
脇
進
校
長
は
﹁
木
々
に
見

え
な
い
命
を
吹
き
込
め
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
学
習
園
を
活
用
し

て
ほ
し
い
﹂
と
児
童
た
ち
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
児
童
を
代
表
し
て
五
年
生
の

池
尻
藍
音
君
が
﹁
こ
れ
か
ら
も
、

勉
強
や
遊
び
に
使
っ
て
い
き
た
い
﹂

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
十
二
月
二
十
三
日
、
三
井
野
原

ス
キ
ー
場
で
、
ス
キ
ー
場
開
き
が

あ
り
、
岩
田
町
長
を
は
じ
め
雲
南

警
察
署
、
Ｊ
Ｒ
関
係
者
、
地
元
観

光
協
会
や
民
宿
経
営
者
な
ど
約
三

十
人
が
出
席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
十
五
　
の
積
雪
が

あ
り
、
リ
フ
ト
稼
働
と
な
る
積
雪

三
十
　
に
は
少
し
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
初
日
と
し
て
は
、
三
年

ぶ
り
の
積
雪
と
な
り
、
幸
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
神
事
の
後
に
は
、
も
ち
つ
き
の

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
つ
き
た
て
の

も
ち
が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
三
井
野
原
観
光
協
会
の
田
尾
清

会
長
は
﹁
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の

人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
﹂
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
同
ス
キ
ー
場
は
、
Ｊ
Ｒ
三
井
野

原
駅
や
駐
車
場
か
ら
歩
い
て
す
ぐ

滑
る
こ
と
が
で
き
、
緩
や
か
な
見

通
し
の
よ
い
ゲ
レ
ン
デ
は
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
最
適
の
コ
ー
ス
。
昨
季

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ゲ
レ
ン

デ
の
積
雪
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
町
発
足
後
、
リ
フ
ト
料
金
は
、

近
隣
の
ス
キ
ー
場
に
比
べ
割
安
な

一
日
券
︵
大
人
　
二
、
五
〇
〇
円
・

小
中
学
生
　
八
〇
〇
円
︶
と
し
て

お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
た
く
さ
ん

の
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
賑
わ
い
ま
す
。

樹木に親しみ、心豊かな子供たちに

高田小学校「樹木学習園」が完成

あ
い

と

﹁
人
権
に
関
す
る
標
語
﹂優
秀
作
品
決
定

み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
・・・

　
奥
出
雲
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
今
年
も
人
権
意
識
の
高

揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
、
町
内
の

小
・
中
学
校
、
高
校
、
一
般
の
方

を
対
象
に
、
﹁
人
権
に
関
す
る
標

語
﹂
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
約
千
六
百
点
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
次
の
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
十
四
点
の
ほ
か
、
優
良
賞
二

十
九
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
最
優
秀
賞
■

○

思
い
や
る
　
言
葉
が
心
を
　
つ

　
な
ぎ
合
う

　
　
佐
藤
綾
香
︵
仁
多
中
・
一
年
︶

■
優
秀
賞
■

○

つ
な
い
だ
手
　
こ
こ
ろ
の
な
か

　
も
　
あ
っ
た
か
い

　
　
前
田
美
結
︵
横
田
小
・
一
年
︶

○

﹁
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
﹂
　
心
が
ぽ

　
か
ぽ
か
　
元
気
が
で
た
よ

　
　
高
野
彩
香
︵
三
沢
小
・
二
年
︶

○

や
さ
し
さ
は
　
み
ん
な
が
も
っ

　
て
る
　
た
か
ら
も
の

　
　
内
田
綾
華
︵
布
勢
小
・
四
年
︶

○

君
の
こ
と
　
ち
ゃ
ん
と
見
て
る

　
よ
　
近
く
か
ら

　
　
藤
原
純
奈
︵
阿
井
小
・
四
年
︶

○

う
れ
し
い
ね
　
み
ん
な
の

　
え
が
お
が
　
そ
ば
に
あ
る

　
　
若
槻
朱
里

　
　
　
　
　
︵
横
田
小
・
四
年
︶

○

み
ん
な
の
ね
　
笑
顔
は
全
部

　
た
か
ら
も
の

　
　
佐
藤
　
華

　
　
　
　
︵
亀
嵩
小
・
五
年
︶

○

﹁
や
め
よ
う
よ
﹂
　
そ
の
一

　
言
で
　
い
じ
め
ゼ
ロ

　
　
糸
原
一
輝

　
　
　
　
　
︵
八
川
小
・
五
年
︶

○

こ
の
町
に
　
ふ
え
る
と
い
い

　
ね
　
す
て
き
な
言
葉

　
　
山
田
奈
帆

　
　
　
　
　
︵
三
沢
小
・
六
年
︶

○

気
づ
こ
う
よ
　
ち
か
く
の
な
か

　
ま
の
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
!!

　

川
西
香
菜
子︵
横
田
中
・
二
年
︶

○

﹁
あ
り
が
と
う
﹂
　
み
ん
な
の

　
心
の
　
愛
言
葉

　
　
松
　
　
歩
︵
横
田
中
・
三
年
︶

○

そ
の
い
じ
め
　
見
て
る
あ
な
た

　
も
　
共
犯
者

　
　
内
田
真
由
︵
横
田
高
・
二
年
︶

○

考
え
よ
う
　
あ
な
た
の
言
葉

　
そ
の
態
度

　
　
荒
木
朋
美(

横
田
高
・
三
年)

○

あ
り
が
と
う
　
あ
な
た
が
く
れ

　
た
　
思
い
や
り

　
　
福
田
真
央
︵
横
田
高
・
三
年
︶

○

何
気
な
い
　
そ
の
気
配
り
に



み
な
笑
顔

　
　
門
脇
　
進
︵
一
般
・
三
成
︶

◆ご寄附ありがとうございました◆

「ふるさと納税」による寄附の状況をお知らせします
　平成２０年５月、国の税制改正で「ふるさと納税制度」が創設されました。

　奥出雲町では、昨年１２月末までに、この制度を活用して７名の方から総額１５４万円のご寄

附をいただきました。深く感謝申し上げますとともに、ご寄附いただいた皆様を紹介します。

　寄附金は、その目的を達成するために有効に活用させていただきます。

※ここでは「ふるさと応援寄附」のほか、「福祉基金寄附」や「一般寄附」をいただいた方で、

　昨年ふるさと納税制度の適用を受けた方のみ掲載しています。

寄附金の使途

観光振興事業

（福祉事業）

人口定住・結婚対策事業

　指定無し

　指定無し

　（福祉事業）

　指定無し

出産・子育て支援事業

ふるさと応援

福祉基金

ふるさと応援

ふるさと応援

ふるさと応援

福祉基金

ふるさと応援

ふるさと応援

広島県広島市

大阪府枚方市

東京都北区

兵庫県明石市

広島県呉市

県外

県内

若槻　一夫　様

吉川　弘仁　様

大関美代子　様

杠　文実雄　様

中西　柚香　様

　匿　名

　匿　名

寄附の種類ご住所お名前

新春の箱根路を力走！!松原健太選手
　第８５回東京箱根間往復大学駅伝競走大会に、奥出雲町出身の松原健太選手（東京農
業大学・１年）が出場しました。
　松原選手は、各大学のスピードランナーが揃う第１区（21.4㎞）を力走し、トップか
ら３６秒差、２３チーム中、区間１４位と堅実な走りでチームに貢献しました。
　また、１月１８日には、広島県で開催された、第１４回全国都道府県対抗男子駅伝競
走大会にも、島根県チームの一員として出場しました。
　松原選手の活躍は、奥出雲町の子供たちの大きな励み、目標となることでしょう。
　今後の更なる飛躍を期待します。

セ
ン

チ

セ
ン

チ

メ
ー

ト
ル

▲木の特徴などの説明を受けながら散策する児童ら

▲最優秀賞の佐藤綾香さん（仁多中）

▲安全祈願祭の様子

スキーシーズン到来

三井野原スキー場開き


